
令和2年度人権啓発活動地方委託事業

つながれ！みんなのじんけんメッセージ2020つながれ！みんなのじんけんメッセージ2020
コロナ禍の今こそ伝える思いコロナ禍の今こそ伝える思い
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、子どもたちは長期休校・外
出自粛を余儀なくされ、大切な友達や先生と会えない日々が続きました。
　こんな時だからこそ伝えたい、みんなの心がつながるようなメッセージを
募集したところ、284点の応募がありました。
　審査の結果選ばれた優秀作品を10点ご紹介します。（敬省略）
問未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115

入選者の作品は
市HPをご覧ください

はやくいきたいな
がっこう。

ともだちとえがお

さみしいけれど
あえない時間が
みんなをすくう。

手じなおぼえたよ、
早く会って見せたいな。

あたたまる
やさしい言葉を
かけあおう

うれしかった
さみしい時にとどいた

友達の手紙

手洗い、マスク
外出自粛は

みんなへの思いやり

かぞくがいるから、
おうちじかんも
たのしいよ。

先生、何回も
家庭ほう問してくれて

ありがとう。

差別もいじめ。
仲間はずれに、
絶対にしない。

友達でも、
よびすてだめよ、
れいぎあり

（野向1年　木下　明里） （成器西3年　北川　華愛）

（野向3年　瀧本　史織） （村岡4年　斎藤　旺輝）

（村岡6年　木下　裕貴）

（荒土4年　平泉　壮一朗）

（成器西5年　山内　心音）

（野向6年　浅井　雅貴）

（成器西2年　玉木　美心）

（成器西5年　佐々木　蓮慈）

審査員コメント
• 子どもたちが家庭で一生懸命過ごしていること、学校や友達
が好きだという気持ちがよく分かる作品が多かった。
• これまでにない経験を彼らなりに受け止め、前向きに生きて
いる。大人も負けてはいられないと元気づけられた。
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あなたのくらしを守りますあなたのくらしを守ります
～成年後見制度のご紹介～

成年後見制度ってなに？
　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十
分な方は、自分の財産を管理したり、介護サービスや施設入所の
契約を結ぶ必要があっても自身で行うのが難しい場合があります。
　また、判断ができずに不利益な契約を結んでしまう場合があり
ます。
　このような判断能力の不十分な方々を保護し、支援するのが成
年後見制度です。

成年後見制度の種類 成年後見制度の利用方法

ご相談・お問い合せ

（法定後見制度の場合）　成年後見制度には法定後見制度と任意後見制度の
２種類があります。

■法定後見制度
　判断能力が不十分な方を支援するために、家庭裁
判所が援助者（成年後見人等）を選任する制度です。
　援助者は、本人に代わって財産管理や介護サービ
ス利用の契約などを行うことで、本人の権利や財産
を守ります。
　なお、法定後見制度は、判断能力に応じて「後見」
「保佐」「補助」の３つに分かれています。

後　見
本人がほとんど判断できない場合、
原則としてすべての法律行為を「後
見人」が行います。

保　佐
本人の判断能力が著しく不十分な
場合、重要な法律行為の同意や取
り消しなどを「保佐人」が行います。

補　助
本人の判断能力が不十分な場合、
申立てにより一部の行為を「補助
人」が行います。

■任意後見制度
　本人が元気なうちに、将来に備えて、あらかじめ
契約などで援助者を選んでおくことができます。
　本人の判断能力が低
下した時に、家庭裁判
所に申立てをすると支
援を開始します。

①申立て
　本人、配偶者、四親等内の親族などにより、本人
の居住地を管轄する裁判所（勝山市の場合は福井家
庭裁判所）へ申立てを行います。
※申立て費用と指定書類の提出が必要です
※ 四親等内の親族がいない場合は、市長が申立てを
行うことができます

②審判、成年後見人等の決定　
　家庭裁判所の調査官が、調査、確認を行い、成年
後見人等に最も適切と思われる人（配偶者や親族、
法律、福祉の専門職など）を選任します。

③後見の開始
　成年後見人等が支援を開始します。
※親族以外の後見人等の場合は、報酬が必要です

　　法人による後見事業所
勝山市社会福祉協議会

成年後見サポートセンター「ささえ愛」
（すこやか内）　☎88 ｰ 1177

高齢者の方
地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

障がいのある方
福祉・児童課

（すこやか内）　☎87 ｰ 0777
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宝くじの助成金で
備品を整備しました

　コミュニティ助成事業は、（一財）
自治総合センターが宝くじの社会貢献
広報事業として、その収益金を活用し、
地域のコミュニティ活動に必要な備品
や集会場の整備などの住民福祉の向上
を図るために助成しています。
　この助成を受けて、若猪野区と西光
寺区が活動備品を整備しました。これ
らにより、地域コミュニティ活動のさ
らなる活性化が図られます。

【若猪野区】
各種提灯、各種提灯吊台、
音響設備など

【西光寺区】
パソコン、プリンター、事
務机、テント、バーベキュー
グリル、音響設備など

鳥山結楠（成器南６）
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下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

髙
田
百
夜
子
（
勝
山
南
部
２
）

銀　

賞
▼

嶋
田
麻
里
（
勝
山
北
部
３
）
加

藤
朱
浬
（
勝
山
中
部
２
）

銅　

賞
▼

坂
井
志
奈
（
勝
山
南
部
３
）

杓
子
妃
奈
（
勝
山
南
部
３
）
乾

仁
美
（
勝
山
南
部
２
）
伊
藤
允

希
（
勝
山
南
部
２
）

【
小
学
校
の
部
】

金　

賞
▼

　

木
下
結
人
（
成
器
南
６
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

牧
野
心
愛
（
成
器
南
１
）

銀　

賞
▼

上
山
泉
紀
（
村
岡
６
）

斎
藤
菜
々
心
（
成
器
西
６
）

銅　

賞
▼

織
田
柊
太
（
成
器
西
６
）
廣
瀬

結
桜
（
村
岡
６
）
林
愛
心
（
成

器
南
５
）
熊
澤
直
希
（
成
器
南

４
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令和２年度第
48
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

防
災
ポ
ス
タ
ーコ

ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ

コ
ン
ク
ー
ル

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊澤柚依（成器南６）
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【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

今
井
友
椛
（
勝
山
南
部
３
）

優
秀
賞
▼

松
田
き
ら
り
（
勝
山
南
部
３
）
立

壁
真
菜
（
勝
山
中
部
３
）
林
佳
歩

（
勝
山
中
部
３
）
大
下
優
奈
（
勝

山
中
部
３
）
梅
原
陽
愛
（
勝
山
中

部
３
）
前
田
香
葵
（
勝
山
南
部

2
）
青
山
き
ら
（
勝
山
南
部
２
）

斎
藤
捺
紀
（
勝
山
南
部
１
）
出
口

望
冬
（
勝
山
南
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

林
美
結
（
成
器
南
６
）

優
秀
賞
▼

伊
東
大
悟
（
成
器
南
６
）
大
倉

大
和
（
成
器
西
４
）

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

横
山
月
乃
（
勝
山
南
部
１
）

優
秀
賞
▼

久
保
晶
（
勝
山
南
部
２
）
松
村

史
織
（
勝
山
中
部
２
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

優
秀
賞
▼

酒
井
亜
美
（
三
室
４
）
林
結
彩

（
成
器
南
３
）
笠
川
実
桜
（
北

郷
１
）

最
優
秀
賞
▼

　

仲
村
悦
朗
（
村
岡
６
）

　

う
ご
か
そ
う

　
　
　

君
の
そ
の
手
で

　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
一
票

優
秀
賞
▼

笠
川
壮
太
（
村
岡
６
）
本
多
泰

成
（
村
岡
６
）
土
田
愛
大
（
荒

土
６
）
郡
來
夢
（
鹿
谷
６
）
織

田
柊
太
（
成
器
西
６
）
矢
戸
和

奏
（
成
器
西
５
）

金　

賞
▼

浅
井
雅
貴
（
龍
谷
Ｂ
Ｆ
Ｃ
６
）

　

消
え
た
か
な

　
　
　

火
の
後
始
末

　
　
　
　
　
　
　

再
確
認

銀　

賞
▼

飯
田
七
葉
（
鹿
谷
６
）
和
田
ゆ

き
の
（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
５
）

銅　

賞
▼

今
度
沙
優
（
成
器
西
６
）
中
野

妃
菜（
村
岡
６
）中
村
翔
舞（
片

瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
５
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

防
火
標
語

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

宝くじの助成金で
備品を整備しました

　コミュニティ助成事業は、（一財）
自治総合センターが宝くじの社会貢献
広報事業として、その収益金を活用し、
地域のコミュニティ活動に必要な備品
や集会場の整備などの住民福祉の向上
を図るために助成しています。
　この助成を受けて、若猪野区と西光
寺区が活動備品を整備しました。これ
らにより、地域コミュニティ活動のさ
らなる活性化が図られます。

【若猪野区】
各種提灯、各種提灯吊台、
音響設備など

【西光寺区】
パソコン、プリンター、事
務机、テント、バーベキュー
グリル、音響設備など

鳥山結楠（成器南６）
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金　

賞
▼

田
中
来
祈
（
野
向
４
）
※
勝
山

市
啓
発
ポ
ス
タ
ー
採
用
作
品

瀧
本
碧
依
（
勝
山
中
部
３
）
横

山
結
香
（
勝
山
南
部
２
）
前
田

紬
貴
（
勝
山
南
部
１
）
鳥
山
結

楠（
成
器
南
６
）宮
本
心
遥（
平

泉
寺
５
）
辻
陽
菜
（
鹿
谷
３
）

藤
本
悠
花
（
村
岡
２
）
石
橋
旺

大
（
成
器
西
１
）

銀　

賞
▼

和
田
倖
奈
（
勝
山
南
部
３
）
石

塚
貴
啓
（
勝
山
南
部
３
）
岩
泉

芽
衣
（
勝
山
中
部
２
）
立
壁
史

月
（
勝
山
中
部
２
）
石
塚
万
祐

（
勝
山
南
部
１
）
多
田
恵
美
夏

（
勝
山
南
部
１
）
中
村
颯
華
（
村

岡
６
）
木
下
結
人
（
成
器
南
６
）

竹
内
琢
翔
（
鹿
谷
５
）
竹
内
悠

翔（
平
泉
寺
５
）髙
井
陽
愛（
成

器
南
４
）
吉
田
七
海
（
鹿
谷
４
）

前
川
天
虹
（
村
岡
３
）
林
結
彩

（
成
器
南
３
）
髙
田
匠
佑
（
村

岡
2
）
宇
野
奎
舟
（
村
岡
２
）

久
永
和
心
（
村
岡
１
）
髙
野
舞

（
村
岡
１
）

銅　

賞
▼

松
山
心
琴
（
勝
山
南
部
３
）
南

部
茉
優
（
勝
山
南
部
３
）
山
口

真
央
（
勝
山
中
部
３
）
南
部
清

花
（
勝
山
中
部
２
）
織
田
涼
花

（
勝
山
中
部
２
）
松
井
智
成
（
勝

山
中
部
２
）
山
本
琴
音
（
勝
山

南
部
１
）
笠
松
和
（
勝
山
南
部

１
）
田
鳥
心
優
（
勝
山
南
部
１
）

宇
佐
美
陽
菜
（
鹿
谷
６
）
田
中

譲
乃
真（
北
郷
６
）林
美
結（
成

器
南
６
）
廣
瀬
綾
祢
（
成
器
西

５
）
後
藤
ま
い
（
鹿
谷
５
）
古

川
紗
丞
（
成
器
西
５
）
森
一
希

（
成
器
南
４
）
玉
林
奈
緒
（
鹿

谷
４
）
坂
夏
江
（
成
器
西
４
）

前
田
悠
貴
（
成
器
南
３
）
橋
本

琳
奈
（
成
器
南
３
）
酒
井
愛
凛

（
三
室
３
）田
中
陽
向（
荒
土
２
）

中
村
初
葉（
成
器
南
２
）門
萌
々

香（
成
器
南
２
）壺
内
健
午（
村

岡
１
）
中
村
結
愛
（
村
岡
１
）

多
田
真
綾
（
平
泉
寺
１
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼

　

畔
川
遥
（
勝
山
南
部
３
）

山
口
優
月
（
勝
山
南
部
２
）
仲

谷
心
来
愛
（
勝
山
南
部
１
）

奨
励
賞
▼

根
賀
幸
夏
（
勝
山
南
部
３
）

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼

和
田
聡
介
（
成
器
南
５
）
山
岸

凛
香（
野
向
４
）木
下
小
晴（
野

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介

向
３
）
岡
村
奇
威
（
成
器
南
２
）

牧
野
心
愛
（
成
器
南
１
）

奨
励
賞
▼

　

白
野
彩
和
（
成
器
西
６
）

【
中
学
生
の
部
】

金　

賞
▼

　

鳥
山
紫
帆
（
勝
山
南
部
３
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

髙
田
百
夜
子
（
勝
山
南
部
２
）

銀　

賞
▼

嶋
田
麻
里
（
勝
山
北
部
３
）
加

藤
朱
浬
（
勝
山
中
部
２
）

銅　

賞
▼

坂
井
志
奈
（
勝
山
南
部
３
）

杓
子
妃
奈
（
勝
山
南
部
３
）
乾

仁
美
（
勝
山
南
部
２
）
伊
藤
允

希
（
勝
山
南
部
２
）

【
小
学
校
の
部
】

金　

賞
▼

　

木
下
結
人
（
成
器
南
６
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

牧
野
心
愛
（
成
器
南
１
）

銀　

賞
▼

上
山
泉
紀
（
村
岡
６
）

斎
藤
菜
々
心
（
成
器
西
６
）

銅　

賞
▼

織
田
柊
太
（
成
器
西
６
）
廣
瀬

結
桜
（
村
岡
６
）
林
愛
心
（
成

器
南
５
）
熊
澤
直
希
（
成
器
南

４
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令和２年度第
48
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

防
災
ポ
ス
タ
ーコ

ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ

コ
ン
ク
ー
ル

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊澤柚依（成器南６）
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新たなかつやま大使を委嘱
■9月10日　市役所公室

園児らが交通安全を呼びかけ
■9月24日　ゆめおーれ勝山前

　国際交流員として3年の任期を終えたパテル・トル
シベンさんをかつやま大使に委嘱。「勝山は第2の古
里。帰国後は通訳を目指します」と語りました。

　勝山ライオンズクラブの会員ときたこども園の園児
が「交通安全きをつけてね」と園児が作ったメッセー
ジ付きバッグを道行くドライバーに手渡しました。

心を一つに全力運動会
■9月24日　荒土小学校グラウンド

まほろばが来館者30万人達成
■9月25日　まほろば

　児童らが自身で考えた競技で競う「土っ子ふるさ
と運動会」が開催。児童らは、地元の名産品などをテー
マに取り入れた競技を楽しみながら汗を流しました。

　白山平泉寺歴史探遊館まほろばの来館者数30万人
達成を記念し、セレモニーが開かれました。30万人
目は河合庸夫さん(愛知県豊橋市)ご家族で、山岸市
長や平泉寺小児童2人とくす玉を割りました。

日本遺産認定記念シンポジウム日本遺産認定記念シンポジウム
「石から読み解く中世･近世のまちづくり」「石から読み解く中世･近世のまちづくり」

YouTubeで視聴できない方は
下記（0776-25-4001）まで申し込みください。
申「福井・勝山石がたりシンポジウム係
　（㈱近畿日本ツーリスト）
　☎0776-25-4001　FAX 0776-24-2533
問史蹟・文化課（教育会館2階）☎88 ｰ 8113

1010月月2424日㈯　午後1時～4時　日㈯　午後1時～4時　YouTubeでライブ配信YouTubeでライブ配信
内　容▶基調講演、トークセッション
《基調講演》
①「石から読み解く平泉寺、一乗谷、福井城、勝山城下町」
　講師▶中井均氏（滋賀県立大学教授）
②「日本遺産の可能性とその展開」
　講師▶丁野朗氏（東洋大学客員教授、日本遺産審査委員）
申込方法▶申込サイト、電話、FAX
申込締切▶10月22日㈭ WEB申込は

こちら

13 　　 広報かつやま10月号 №791

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告において、全額が社会保険料控除の対象とな
り、その年の1月1日～ 12月31日に納付した保
険料が対象です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、大切に保管いただき、年
末調整や確定申告の際には必ず添付してくださ
い。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
納付された方の社会保険料控除に加えること
ができます
■証明書が送付される時期
9月30日までに国民年金保険料を納付された方

⇒11月上旬
10月1日以降に初めて国民年金保険料を納付さ
れた方 ⇒令和3年2月上旬
問市民・税務課（市役所1階） ☎88 ｰ 8102
　福井年金事務所 ☎0776 ｰ 23 ｰ 4518
ねんきん加入者ダイヤル ☎0570 ｰ 003 ｰ 004
　※050で始まる電話からは
 ☎03 ｰ 6630 ｰ 2525

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます控除証明書」が送付されます

年
金

保険料を
納めた方

　多数の傷病者
が発生した集団
災害発生時にお
ける安全、確実、
迅速で的確な初期対応活動や、各関係機関との密
接な連絡体制・情報収集活動の確立、隣接消防本
部との応援協定に基づいた、組織的な消防活動を
目的に実施します。
　当日、勝山駅周辺でサイレンが鳴りますが、火
災や事故とお間違えのないようにお願いします。
と　き▶10月25日㈰　午前９時～
ところ▶勝山駅構内
内　容▶ 踏切内でえちぜん鉄道車両と乗用車との

衝突事故を想定した集団災害訓練
参加機関▶ 勝山市医師会、福井ＤＭＡＴ隊、勝山

警察署、福井県防災航空事務所、隣接
消防本部（大野市、永平寺町）など

※ 駅周辺の交通規制やえちぜん鉄道のダイヤ変更
はありません
問消防署　☎88 ｰ 0400

不慮の事故に備えて
集団災害訓練を実施します

大
型
車
両
の
出
入
り
に
ご
協
力
を

道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た

　

６
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」
の

魅
力
を
、
民
間
活
力
を
活
用
し
よ

り
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
民
間
企
業
に
よ
る
農
業

用
イ
チ
ゴ
栽
培
大
型
ハ
ウ
ス
の
敷

地
と
な
る
土
地
の
整
地
を
行
っ
て

お
り
、
残
り
の
敷
地
の
造
成
工
事

は
、
来
年
１
月
頃
か
ら
勝
山
市
土

地
開
発
公
社
が
着
手
し
、
令
和
３

年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
造
成
工
事
に

伴
う
大
型
車
両
の
出
入
り
な
ど
に

よ
り
、
周
辺
道
路
通
行
時
に
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
商
工
観
光
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ふ
る
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と
創
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役
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階
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0
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新たなかつやま大使を委嘱
■9月10日　市役所公室

園児らが交通安全を呼びかけ
■9月24日　ゆめおーれ勝山前

　国際交流員として3年の任期を終えたパテル・トル
シベンさんをかつやま大使に委嘱。「勝山は第2の古
里。帰国後は通訳を目指します」と語りました。

　勝山ライオンズクラブの会員ときたこども園の園児
が「交通安全きをつけてね」と園児が作ったメッセー
ジ付きバッグを道行くドライバーに手渡しました。

心を一つに全力運動会
■9月24日　荒土小学校グラウンド

まほろばが来館者30万人達成
■9月25日　まほろば

　児童らが自身で考えた競技で競う「土っ子ふるさ
と運動会」が開催。児童らは、地元の名産品などをテー
マに取り入れた競技を楽しみながら汗を流しました。

　白山平泉寺歴史探遊館まほろばの来館者数30万人
達成を記念し、セレモニーが開かれました。30万人
目は河合庸夫さん(愛知県豊橋市)ご家族で、山岸市
長や平泉寺小児童2人とくす玉を割りました。

日本遺産認定記念シンポジウム日本遺産認定記念シンポジウム
「石から読み解く中世･近世のまちづくり」「石から読み解く中世･近世のまちづくり」

YouTubeで視聴できない方は
下記（0776-25-4001）まで申し込みください。
申「福井・勝山石がたりシンポジウム係
　（㈱近畿日本ツーリスト）
　☎0776-25-4001　FAX 0776-24-2533
問史蹟・文化課（教育会館2階）☎88 ｰ 8113

1010月月2424日㈯　午後1時～4時　日㈯　午後1時～4時　YouTubeでライブ配信YouTubeでライブ配信
内　容▶基調講演、トークセッション
《基調講演》
①「石から読み解く平泉寺、一乗谷、福井城、勝山城下町」
　講師▶中井均氏（滋賀県立大学教授）
②「日本遺産の可能性とその展開」
　講師▶丁野朗氏（東洋大学客員教授、日本遺産審査委員）
申込方法▶申込サイト、電話、FAX
申込締切▶10月22日㈭ WEB申込は

こちら
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～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告において、全額が社会保険料控除の対象とな
り、その年の1月1日～ 12月31日に納付した保
険料が対象です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、大切に保管いただき、年
末調整や確定申告の際には必ず添付してくださ
い。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
納付された方の社会保険料控除に加えること
ができます
■証明書が送付される時期
9月30日までに国民年金保険料を納付された方

⇒11月上旬
10月1日以降に初めて国民年金保険料を納付さ
れた方 ⇒令和3年2月上旬
問市民・税務課（市役所1階） ☎88 ｰ 8102
　福井年金事務所 ☎0776 ｰ 23 ｰ 4518
ねんきん加入者ダイヤル ☎0570 ｰ 003 ｰ 004
　※050で始まる電話からは
 ☎03 ｰ 6630 ｰ 2525

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます控除証明書」が送付されます

年
金

保険料を
納めた方

　多数の傷病者
が発生した集団
災害発生時にお
ける安全、確実、
迅速で的確な初期対応活動や、各関係機関との密
接な連絡体制・情報収集活動の確立、隣接消防本
部との応援協定に基づいた、組織的な消防活動を
目的に実施します。
　当日、勝山駅周辺でサイレンが鳴りますが、火
災や事故とお間違えのないようにお願いします。
と　き▶10月25日㈰　午前９時～
ところ▶勝山駅構内
内　容▶ 踏切内でえちぜん鉄道車両と乗用車との

衝突事故を想定した集団災害訓練
参加機関▶ 勝山市医師会、福井ＤＭＡＴ隊、勝山

警察署、福井県防災航空事務所、隣接
消防本部（大野市、永平寺町）など

※ 駅周辺の交通規制やえちぜん鉄道のダイヤ変更
はありません
問消防署　☎88 ｰ 0400

不慮の事故に備えて
集団災害訓練を実施します

大
型
車
両
の
出
入
り
に
ご
協
力
を

道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た

　

６
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」
の

魅
力
を
、
民
間
活
力
を
活
用
し
よ

り
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
民
間
企
業
に
よ
る
農
業

用
イ
チ
ゴ
栽
培
大
型
ハ
ウ
ス
の
敷

地
と
な
る
土
地
の
整
地
を
行
っ
て

お
り
、
残
り
の
敷
地
の
造
成
工
事

は
、
来
年
１
月
頃
か
ら
勝
山
市
土

地
開
発
公
社
が
着
手
し
、
令
和
３

年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
造
成
工
事
に

伴
う
大
型
車
両
の
出
入
り
な
ど
に

よ
り
、
周
辺
道
路
通
行
時
に
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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光
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Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所２階）へ　☎88 ｰ 8105

織
おり

田
た

章
しょう

平
へい

さん（29歳）

愛
まな

さん（26歳）

＝荒土町新保＝

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

平
泉
寺
神
明
社
と
別
当
寺
（
平
泉
寺
区
）

　

明
細
帳
な
ど
に
よ
り
神
明
社
の
由
緒
を
た

ど
る
と
、
古
来
境
内
の
末
社
で
48
社
の
一
つ

で
あ
り
、
永
禄
期
（
１
５
５
８
〜
６
９
）
お

よ
び
元
禄
期
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
３
）
に

描
か
れ
た
「
白
山
平
泉
寺
境
内
図
」
に
は
、

三
宮
と
並
ん
で
稲
荷
神
と
熊
野
に
挟
ま
れ
る

形
で
神
明
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
正
２
年

（
１
５
７
４
）、
一
向
宗
の
焼
き
打
ち
に
よ
り

焼
亡
し
た
後
、
同
11
年
顕
海
に
よ
り
平
泉
寺

が
再
興
さ
れ
る
際
、
神
明
社
は
境
外
末
社
と

な
っ
た
。
祭
神
は
天
照
大
神
で
平
泉
寺
の
所

属
は
離
れ
た
が
、
村
民
の
尊
信
特
に
厚
く
氏

神
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

写
真
は
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
落
成
の

際
の
も
の
で
当
時
の
氏
子
数
は
50
戸
で
あ
っ

た
。
拝
殿
に
は
絵
馬
と
昭
和
初
期
の
写
真
も

数
点
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
相
撲
見
物
の
た
め

村
人
が
群
集
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。
氏
子
の
方
の
お
話
で

は
能
舞
台
も
残
っ
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。
本
年
の
秋
の
例
祭
は
８
月

23
日
午
後
１
時
30
分
に
開
か
れ

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
子
ど
も
御

輿
の
巡
幸
は
な
か
っ
た
。
境
内
に

は
昭
和
８
年
建
立
の
「
疎
水
記
念

碑
」
や
当
社
興
隆
に
功
績
を
残
し

た
「
武
内
鐡
也
翁
功
労
碑
」
の
他
、
往
時
を

偲
ぶ
整
備
の
行
き
届
い
た
土
俵
も
残
る
。

　

神
明
社
の
由
来
と
西
念
寺
に
つ
い
て
「
霊

応
山
平
泉
寺
大
縁
起
」
に
は
「
正
覚
神
明
（
雨

寶
童
子
）」
と
あ
り
、
神
明
社
の
別
当
は
正

覚
院
で
近
世
に
お
い
て
は
正
覚
神
明
と
称
さ

れ
て
い
た
。
元
禄
４
年
の
平
泉
寺
文
書
の
史

料
に
は
「
興
廃
し
て
い
た
神
明
が
再
建
さ
れ

そ
の
際
に
玄
成
院
が
松
尾
坊
西
念
に
天
照
大

神
石
像
一
体
を
当
寺
に
奉
納
す
る
」
と
あ
り
、

文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
に
大
破
し
た
社
殿

や
鳥
居
が
再
建
さ
れ
た
。

　

西
念
寺
は
古
来
よ
り
自
庵
道
場
で
、
神
明

社
の
神
宮
寺
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

享
保
６
年
（
１
７
２
１
）
に
西
念
（
３
代
梅

田
治
右
衛
門
の
子
智
貫
で
あ
ろ
う
）
以
下
同

行
が
連
判
で
寺
号
免
許
を
出
願
、
翌
年
許
可

さ
れ
西
念
寺
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
泉
寺
神
明
社
明
社

別
当
寺
（
平
泉
寺
区
）

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 40

落成時の神明社

現在の神明社

　第29回目は、結婚を機に２人
で勝山に住み始めた織田さん夫
妻（章平さんは3年前にUター
ン、愛さんは福井市出身）にお
話を伺いました。
▶ Uターンしたきっかけは？（章
平さん）
　大学へ進学した時から勝山を
離れ、卒業後も富山県や福岡県
で働いてきました。働く中で、
転職を考え始め、転職するなら
大好きな勝山を拠点にと思い、
戻ることに決めました。気の合
う仲間がいる勝山に戻ってこれ
てとても嬉しく思っています。
▶ 勝山の印象は？（愛さん）
　初めは、田舎という漠然とし
た印象しかありませんでしたが、

章平さんから左義長まつりや秋
の相撲大会などの伝統行事、市
内飲食店の美味しいご飯など、
勝山の魅力を教えてもらい、素
敵なところだと感じています。
　特に、左義長まつりは、こん
な楽しいお祭りがあったんだと
驚かされました。今では毎年の
開催を楽しみにしています。
　職場が福井市内だったため、
勝山以外で暮らすことも考えま
したが、勝山の魅力を教えてもら
い、何より章平さんの勝山に対す
る想いが強かったため、勝山へと
気持ちが決まっていきました。
　中部縦貫自動車道があるた
め、交通の便がいいことも大き
かったです。

夫婦で勝山生活を
満喫

▶ 勝山での生活はどうですか？
　静かで、川の音が聞こえてく
る自然豊かな勝山での生活がと
ても気に入っています。
　今後は、夫婦でジオアリーナ
のトレーニングルームに通うな
ど勝山での生活を満喫していき
たいと思います。

プロの総合格闘家!!
「織田ジュラシック」(リングネーム）
　章平さんは、仕事とは別に総
合格闘家としても活躍中です。

ガンバレ！
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故 松原祐一さんの「マッチ箱コレクション展」
　昭和9年生まれの故人が学
生時代に興味を持ったマッチ
箱。手に収まる小さな箱の美
術性に惹かれ収集されたよう
です。お楽しみください。
展示期間▶10月12日㈪～ 22日㈭
松村信子さん主宰、アートフラワー「布華」作品展
　白布を染め、花びらを切り取り、そ
れをコテで形を整えます。それらの工
程を楽しみながら世界に一輪の「私だ
けの花」を咲かせています。
展示期間▶10月24日㈯～ 11月14日㈯
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

件数内訳 令和２年９月末 前年比

総件数 ２１２件 －７４件

人身事故
（うち高齢者）

７件
（２）

－３件
（±０）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１件
（＋１）

傷　者 ７人 －４人

物損事故 ２０５件 －７１件

10月の納税

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,813人 6 －7 －1 8 －16 －8 10,804人 －9人
女 11,862人 5 －10 －5 9 －20 －11 11,846人 －16人
合　計 22,675人 11 －17 －6 17 －36 －19 22,650人 －25人
世帯数 7,984世帯 7,979世帯 －5世帯

人口の動き

市・県民税▶第３期
納期限▶11月2日㈪　口座振替▶10月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　高齢になっても口の中を清潔にしておくことは、
誤
ご
嚥
えん
性肺炎やその他の感染症の予防になります。

　また、噛んだり、飲み込んだりする機能を保つこ
とは、全身の健康にも繋がります。健康や感染症予
防のため、お口のお手入れや体操に取り組みましょう。
お 手入れ▶毎食後の歯みがき、義歯や舌の清掃など
体 操▶歯ごたえのあるものを食べる、
電話などで人と話す、鼻歌や早口言
葉、パタカラ体操

※ パタカラ体操とは、「パ」「タ」「カ」「ラ」と発音する
ことで食べ物を喉の奥まで運ぶ筋肉を鍛えます

清潔なお口で感染症予防清潔なお口で感染症予防

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

気管支喘息など気道炎症疾患の新たな検査
　呼気中の一酸化窒素（呼気NO）検査

JCHOJCHO-
ColumnColumn

気
管
支
喘
息
は
、
気
道
に
慢
性

的
な
炎
症
を
起
こ
し
、
気
道
が

敏
感
に
な
り
狭
く
な
る
こ
と
で
、

咳
や
息
苦
し
さ
を
繰
り
返
す
病

気
で
す
。

気
管
支
喘
息
な
ど
の
気
道
炎
症

疾
患
の
診
断
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
血
液
検
査
で
は
困
難
な
こ
と

も
多
く
、聴
診
で
の
喘
鳴
（
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
音
）、
肺
活
量
検
査
な
ど
も

診
断
の
助
け
に
は
な
る
も
の
の
当

て
は
ま
ら
な
い
例
が
多
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

（
気
候
、
ホ
コ
リ
、
カ
ビ
、
花
粉
）

の
関
与
も
多
い
た
め
、
時
に
よ
り

症
状
が
改
善
、
悪
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
覚
症
状
で
状
態
を

把
握
す
る
喘
息
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
テ

ス
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
を
唯
一
の
治
療

効
果
判
定
と
し
治
療
薬
の
変
更
・

増
減
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
患
者
さ
ま
へ
の
病
態

説
明
を
難
し
く
し
、
治
療
継
続
を

促
す
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
、
慢
性
の
気
道
炎
症
で
一
酸

化
窒
素
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
が
発

見
さ
れ
、
こ
れ
を
測
定
す
る
こ
と

が
保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

測
定
法
は
、
肺
活
量
測
定
と
同
じ

要
領
で
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ

え
、
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
そ

の
後
、
一
定
の
速
度
で
吐
き
は
じ

め
、
約
10
秒
間
息
を
吐
き
続
け
る

だ
け
で
測
定
さ
れ
ま
す
。
喘
息
咳

喘
息
を
含
め
治
療
の
中
心
は
、
吸

入
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
で
す
。
呼
気

N
O
検
査
を
定
期
的
に
測
定
す
る

こ
と
で
、
診
断
だ
け
で
は
な
く
治

療
効
果
判
定
、
気
管
支
喘
息
の
増

悪
、
リ
モ
デ
リ
ン
グ
（
気
管
支
喘

息
が
元
に
戻
ら
な
く
な
る
状
態
）

に
移
行
し
て
い
な
い
か
？
な
ど
の

病
状
の
把
握
に
も
役
立
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
、
喫

煙
歴
の
長
い
方
に
多
い
C
O
P
D

（
肺
気
腫
）
と
の
鑑
別
に
は
あ
る
程

度
有
用
で
す
。

あ
く
ま
で
も
呼
気
N
O
検
査
は
一

つ
の
目
安
で
す
が
以
前
よ
り
測
定

が
容
易
に
な
り
実
際
、
初
診
で
来

ら
れ
る
慢
性
咳
嗽
の
方
に
負
担
の

少
な
い
検
査
で
の
治
療
介
入
が
容

易
に
な
っ
た
印
象
で
す
。
ま
た
、

呼
気
N
O
検
査
は
飲
食
物
な
ど
の

影
響
も
受
け
や
す
い
の
で
2
時
間

は
絶
飲
食
、
禁
煙
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

発
熱
、
痰
を
伴
わ
な
い
咳
が
続
く

よ
う
な
あ
る
方

は
一
度
、
検
査

を
お
す
す
め
し

ま
す
。

福井勝山総合病院 JCHO老健施設長
内科診療部長  坪坂　誠司
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Enjoy Life in Katsuyama

移住に関するお問い合わせは
商工観光・ふるさと創生課

（市役所２階）へ　☎88 ｰ 8105

織
おり

田
た

章
しょう

平
へい

さん（29歳）

愛
まな

さん（26歳）

＝荒土町新保＝

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

平
泉
寺
神
明
社
と
別
当
寺
（
平
泉
寺
区
）

　

明
細
帳
な
ど
に
よ
り
神
明
社
の
由
緒
を
た

ど
る
と
、
古
来
境
内
の
末
社
で
48
社
の
一
つ

で
あ
り
、
永
禄
期
（
１
５
５
８
〜
６
９
）
お

よ
び
元
禄
期
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
３
）
に

描
か
れ
た
「
白
山
平
泉
寺
境
内
図
」
に
は
、

三
宮
と
並
ん
で
稲
荷
神
と
熊
野
に
挟
ま
れ
る

形
で
神
明
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
正
２
年

（
１
５
７
４
）、
一
向
宗
の
焼
き
打
ち
に
よ
り

焼
亡
し
た
後
、
同
11
年
顕
海
に
よ
り
平
泉
寺

が
再
興
さ
れ
る
際
、
神
明
社
は
境
外
末
社
と

な
っ
た
。
祭
神
は
天
照
大
神
で
平
泉
寺
の
所

属
は
離
れ
た
が
、
村
民
の
尊
信
特
に
厚
く
氏

神
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

写
真
は
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
落
成
の

際
の
も
の
で
当
時
の
氏
子
数
は
50
戸
で
あ
っ

た
。
拝
殿
に
は
絵
馬
と
昭
和
初
期
の
写
真
も

数
点
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
相
撲
見
物
の
た
め

村
人
が
群
集
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。
氏
子
の
方
の
お
話
で

は
能
舞
台
も
残
っ
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。
本
年
の
秋
の
例
祭
は
８
月

23
日
午
後
１
時
30
分
に
開
か
れ

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
子
ど
も
御

輿
の
巡
幸
は
な
か
っ
た
。
境
内
に

は
昭
和
８
年
建
立
の
「
疎
水
記
念

碑
」
や
当
社
興
隆
に
功
績
を
残
し

た
「
武
内
鐡
也
翁
功
労
碑
」
の
他
、
往
時
を

偲
ぶ
整
備
の
行
き
届
い
た
土
俵
も
残
る
。

　

神
明
社
の
由
来
と
西
念
寺
に
つ
い
て
「
霊

応
山
平
泉
寺
大
縁
起
」
に
は
「
正
覚
神
明
（
雨

寶
童
子
）」
と
あ
り
、
神
明
社
の
別
当
は
正

覚
院
で
近
世
に
お
い
て
は
正
覚
神
明
と
称
さ

れ
て
い
た
。
元
禄
４
年
の
平
泉
寺
文
書
の
史

料
に
は
「
興
廃
し
て
い
た
神
明
が
再
建
さ
れ

そ
の
際
に
玄
成
院
が
松
尾
坊
西
念
に
天
照
大

神
石
像
一
体
を
当
寺
に
奉
納
す
る
」
と
あ
り
、

文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
に
大
破
し
た
社
殿

や
鳥
居
が
再
建
さ
れ
た
。

　

西
念
寺
は
古
来
よ
り
自
庵
道
場
で
、
神
明

社
の
神
宮
寺
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

享
保
６
年
（
１
７
２
１
）
に
西
念
（
３
代
梅

田
治
右
衛
門
の
子
智
貫
で
あ
ろ
う
）
以
下
同

行
が
連
判
で
寺
号
免
許
を
出
願
、
翌
年
許
可

さ
れ
西
念
寺
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
泉
寺
神
明
社
明
社

別
当
寺
（
平
泉
寺
区
）

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 40

落成時の神明社

現在の神明社

　第29回目は、結婚を機に２人
で勝山に住み始めた織田さん夫
妻（章平さんは3年前にUター
ン、愛さんは福井市出身）にお
話を伺いました。
▶ Uターンしたきっかけは？（章
平さん）
　大学へ進学した時から勝山を
離れ、卒業後も富山県や福岡県
で働いてきました。働く中で、
転職を考え始め、転職するなら
大好きな勝山を拠点にと思い、
戻ることに決めました。気の合
う仲間がいる勝山に戻ってこれ
てとても嬉しく思っています。
▶ 勝山の印象は？（愛さん）
　初めは、田舎という漠然とし
た印象しかありませんでしたが、

章平さんから左義長まつりや秋
の相撲大会などの伝統行事、市
内飲食店の美味しいご飯など、
勝山の魅力を教えてもらい、素
敵なところだと感じています。
　特に、左義長まつりは、こん
な楽しいお祭りがあったんだと
驚かされました。今では毎年の
開催を楽しみにしています。
　職場が福井市内だったため、
勝山以外で暮らすことも考えま
したが、勝山の魅力を教えてもら
い、何より章平さんの勝山に対す
る想いが強かったため、勝山へと
気持ちが決まっていきました。
　中部縦貫自動車道があるた
め、交通の便がいいことも大き
かったです。

夫婦で勝山生活を
満喫

▶ 勝山での生活はどうですか？
　静かで、川の音が聞こえてく
る自然豊かな勝山での生活がと
ても気に入っています。
　今後は、夫婦でジオアリーナ
のトレーニングルームに通うな
ど勝山での生活を満喫していき
たいと思います。

プロの総合格闘家!!
「織田ジュラシック」(リングネーム）
　章平さんは、仕事とは別に総
合格闘家としても活躍中です。

ガンバレ！
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故 松原祐一さんの「マッチ箱コレクション展」
　昭和9年生まれの故人が学
生時代に興味を持ったマッチ
箱。手に収まる小さな箱の美
術性に惹かれ収集されたよう
です。お楽しみください。
展示期間▶10月12日㈪～ 22日㈭
松村信子さん主宰、アートフラワー「布華」作品展
　白布を染め、花びらを切り取り、そ
れをコテで形を整えます。それらの工
程を楽しみながら世界に一輪の「私だ
けの花」を咲かせています。
展示期間▶10月24日㈯～ 11月14日㈯
問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800

件数内訳 令和２年９月末 前年比

総件数 ２１２件 －７４件

人身事故
（うち高齢者）

７件
（２）

－３件
（±０）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１件
（＋１）

傷　者 ７人 －４人

物損事故 ２０５件 －７１件

10月の納税

８月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ９月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 10,813人 6 －7 －1 8 －16 －8 10,804人 －9人
女 11,862人 5 －10 －5 9 －20 －11 11,846人 －16人
合　計 22,675人 11 －17 －6 17 －36 －19 22,650人 －25人
世帯数 7,984世帯 7,979世帯 －5世帯

人口の動き

市・県民税▶第３期
納期限▶11月2日㈪　口座振替▶10月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

いいききいいきき★★健康長寿健康長寿

問 高齢者の総合相談窓口　地域包括支援センター
「やすらぎ」（すこやか内）☎87 ｰ 0900

　高齢になっても口の中を清潔にしておくことは、
誤
ご
嚥
えん
性肺炎やその他の感染症の予防になります。

　また、噛んだり、飲み込んだりする機能を保つこ
とは、全身の健康にも繋がります。健康や感染症予
防のため、お口のお手入れや体操に取り組みましょう。
お 手入れ▶毎食後の歯みがき、義歯や舌の清掃など
体 操▶歯ごたえのあるものを食べる、
電話などで人と話す、鼻歌や早口言
葉、パタカラ体操

※ パタカラ体操とは、「パ」「タ」「カ」「ラ」と発音する
ことで食べ物を喉の奥まで運ぶ筋肉を鍛えます

清潔なお口で感染症予防清潔なお口で感染症予防

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー

気管支喘息など気道炎症疾患の新たな検査
　呼気中の一酸化窒素（呼気NO）検査

JCHOJCHO-
ColumnColumn

気
管
支
喘
息
は
、
気
道
に
慢
性

的
な
炎
症
を
起
こ
し
、
気
道
が

敏
感
に
な
り
狭
く
な
る
こ
と
で
、

咳
や
息
苦
し
さ
を
繰
り
返
す
病

気
で
す
。

気
管
支
喘
息
な
ど
の
気
道
炎
症

疾
患
の
診
断
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
血
液
検
査
で
は
困
難
な
こ
と

も
多
く
、聴
診
で
の
喘
鳴
（
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
音
）、
肺
活
量
検
査
な
ど
も

診
断
の
助
け
に
は
な
る
も
の
の
当

て
は
ま
ら
な
い
例
が
多
々
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

（
気
候
、
ホ
コ
リ
、
カ
ビ
、
花
粉
）

の
関
与
も
多
い
た
め
、
時
に
よ
り

症
状
が
改
善
、
悪
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
覚
症
状
で
状
態
を

把
握
す
る
喘
息
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
テ

ス
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
を
唯
一
の
治
療

効
果
判
定
と
し
治
療
薬
の
変
更
・

増
減
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
患
者
さ
ま
へ
の
病
態

説
明
を
難
し
く
し
、
治
療
継
続
を

促
す
こ
と
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
、
慢
性
の
気
道
炎
症
で
一
酸

化
窒
素
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
が
発

見
さ
れ
、
こ
れ
を
測
定
す
る
こ
と

が
保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。

測
定
法
は
、
肺
活
量
測
定
と
同
じ

要
領
で
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
く
わ

え
、
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
そ

の
後
、
一
定
の
速
度
で
吐
き
は
じ

め
、
約
10
秒
間
息
を
吐
き
続
け
る

だ
け
で
測
定
さ
れ
ま
す
。
喘
息
咳

喘
息
を
含
め
治
療
の
中
心
は
、
吸

入
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
で
す
。
呼
気

N
O
検
査
を
定
期
的
に
測
定
す
る

こ
と
で
、
診
断
だ
け
で
は
な
く
治

療
効
果
判
定
、
気
管
支
喘
息
の
増

悪
、
リ
モ
デ
リ
ン
グ
（
気
管
支
喘

息
が
元
に
戻
ら
な
く
な
る
状
態
）

に
移
行
し
て
い
な
い
か
？
な
ど
の

病
状
の
把
握
に
も
役
立
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
高
齢
者
、
喫

煙
歴
の
長
い
方
に
多
い
C
O
P
D

（
肺
気
腫
）
と
の
鑑
別
に
は
あ
る
程

度
有
用
で
す
。

あ
く
ま
で
も
呼
気
N
O
検
査
は
一

つ
の
目
安
で
す
が
以
前
よ
り
測
定

が
容
易
に
な
り
実
際
、
初
診
で
来

ら
れ
る
慢
性
咳
嗽
の
方
に
負
担
の

少
な
い
検
査
で
の
治
療
介
入
が
容

易
に
な
っ
た
印
象
で
す
。
ま
た
、

呼
気
N
O
検
査
は
飲
食
物
な
ど
の

影
響
も
受
け
や
す
い
の
で
2
時
間

は
絶
飲
食
、
禁
煙
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

発
熱
、
痰
を
伴
わ
な
い
咳
が
続
く

よ
う
な
あ
る
方

は
一
度
、
検
査

を
お
す
す
め
し

ま
す
。

福井勝山総合病院 JCHO老健施設長
内科診療部長  坪坂　誠司
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まゆ玉くるくる
糸取り体験

「サード・プレイス」 「おむすびころりん
はっけよい！」

「食べることと
出すこと」

ささき　あり／作
フレーベル館

ひろかわ　さえこ／絵
偕成社

頭木　弘樹／著
医学書院

中高生が利用できる施設、サードプレイス
「サプリガーデン」。そこは、自由に過ごす
ことができ、やりたいことに挑戦できる大
切な居場所。友だちに自分の趣味を言え
ない瑞希、自分だけ外れていると感じるダ
イ、変化にとまどうぴよっち、同級生の成
績に追いつかない亮、４つの短編連作。

あるところに、さんかくおむすびの国
と、まんまるおむすびの国がありまし
た。ふたつの国はいがみあっておりま
した。いさかいはひろがり、とうとう、
とのさまどうしの相撲で、決着をつけ
ることに。そして、手に汗にぎる一戦
の結末は。

食事と排泄という「当たり前」が当
たり前でなくなったとき、世界はど
う変わったのか。大学3年の20歳の
ときに潰瘍性大腸炎を患い、13年間
の闘病生活を送った著者の闘病記。切
実さの狭間に漂う不思議なユーモア
が、「ケア」とは何かを教えてくれる。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中

広
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お
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し
込
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未
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創
造
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で

広
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